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吉岡守雄（抄録）

　嵩分子髄製遣綾（昭和5年特、公4881力r藤興瑚～）

　本獲明は二鞭基性有機酸ざシアナミドヌ，はヂシアンヂアミ‘ドより得らるぺき二酸性グァニヂ

ン鞭塞又はビグアニ噸麟寒εを結合せしむるこざを将徴こする高分子騰製燧法に係る。二撚慕

性有機酸εヂアミンミよりポリマーを製渣するこ訓よ既に公知なるも、誠璽合が比較的困難な

るのε、ヂアミンを得るにも容易ならざる故に、シアナミド或はジシアンヂアミドより容易

に、鳳つ安債に得られる二酸性グアニヂン1魁聾又はビゲアcaド蠣塞ε二鞭遷撃性禽機酸ごを反慮

せしめて新しきボリマーを製燧し、之より合戒繊維、フイルム等を製遇するのが本褒明の目的

である。

　熔融せる有機質の繊條形成用組成物より緻條を形成する力法（11r｛柳5年特、鱒157

　ヂm・、ボン剰：）

　本畿明は熔融せる衡機質の恭磯條形戚用糾成物よの組成せる均一一形賦の岡骨肇楳の麹撒箇を、，骸

桿よりも噺面寸度が小なる1箇叉は1箇以1：の闘隔を躍訓三る孔を通し甫鰭己桿のi勺方爽働部分の

みを辮i融する如く、高澱度を有する1箇久は1箇以【1の｝lill　i或に燃入し、其の熔融されたる維成

1物を瀧み來る前紀ド1しの贋力にイ衣Oて所要形｝伏の孔を通して鵬lilするこεより成る熔融せる將機

質の繊條形戒用組成物より繊條を形戒する方法に係る。即ち合成繊維資料鳶棒｝伏に圃化煙しめ

て、その先端を加熟熔融せしめて紡縣する熔融紡縣方法である。本方法によるS次の利灘があ

る欲1）繊維形成用物質が1顛綴に曝されるこ書が短い、從つて繊維形戒用物質の紡出中に高温

による分解礎質がない。（2）一一つの桿を他の桿につけるこεにより紡出傑作を陣止せしめず連

綾的に出卒る。（3）デニごルの均一性を得。（4）ボンプ、その他の蓮動部分が除かれる。但し・

上記固騰際は無氣泡にて、均一なる密慶、大きさ、・形状を衡しなければならない。

　異量アミド製蓬法引（昭和15年特、公6Q78　ヂ訊L、　Ptン耐：），

　本獲明はボリプミド生成反縢剤を加熱反慮せじむるに當り、㌧少くεも反慮燈をそσ瑚輪湘疲

にi違する前に流動膿たらしめ得る漁の水の存廠に於いて惹起せしあ、素で反照髄を水を留搬じ

つ』璽合温慶に加熱して反慮剤の大部分を反癒せしめて興融騰を形戒せしめ、引津綴牽煽熱醗

で水を除去し、厨艶性質の嚢灘髄を製遽する方法に係る。ボリアミド生成反照劇劃よア定短・

酸、或嫁ヂアミンご二轍藩酸の如きボリプミド磁成鋼の意瞭である。樋常の條件に於いては異

燈アミドに饗してド何等の溶IVij作用をも呈するこξなき水が高澱、商燃の下にては燵等ざ溶液

を形戒し、水の選流による撹絆を利用し反膝を促瀧せしめ、騰械的椀挫をネ要ならしむ，。聡潜

繍隊異量アミドの大規模製準の揚合に有利なり　。’　　　　　　、　　　　」　　　1’　　「㍉
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